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小
茂
田
の
鎮ち

ん
じ
ゅ守

北き
た
む
き
じ
ん
じ
ゃ

向
神
社
の

境け
い
だ
い内

に
は
、
た
く
さ
ん
の
欅
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
「
三
本
の

欅
」
は
特
別
で
す
。
昭
和
十
九
年

（
一
九
四
四
）、
太
平
洋
戦
争
が
激

し
く
な
っ
た
時
代
、
徴※

１
ち
ょ
う
へ
い
け
ん
さ

兵
検
査
に

合ご
う
か
く格
し
て
、
出し

ゅ
っ
ぺ
い兵
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
三
人
の
青せ

い
ね
ん年
た
ち
は
、
戦

争
が
終
わ
っ
て
無
事
に
故ふ

る
さ
と郷
に

帰き

か

ん還
で
き
る
こ
と
を
祈い

の

っ
て
欅
の

苗な

え

ぎ木
を
三
本
植
え
ま
し
た
。

　

欅
を
植
え
た
三
人
は
、
激
し
い

戦
い
が
続
く
中
国
大
陸
の
満ま

ん
し
ゅ
う州

な

ど
に
出
兵
さ
せ
ら
れ
た
と
い
い
ま

す
。
太
平
洋
戦
争
は
激は

げ

し
さ
を
増ま

し
、
多
く
の
人
々
が
犠ぎ

せ

い牲
に
な
り

ま
し
た
。昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）

八
月
、
日
本
は
戦せ

ん
そ
う争
に
負
け
て

終し
ゅ
う
せ
ん戦
を
迎む

か

え
ま
し
た
が
、
生せ

い
か
ん還
を

願ね
が

っ
て
欅
を
植
え
た
三
人
の
青

※ 

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
美
里
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
無
料
配
布
（
１
人
１
冊
ま
で
）

し
て
い
ま
す
。
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６
　
三
本
の
欅け
や
き（

小こ

茂も

田だ

）
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り
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っ
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、
徴ち

ょ
う

兵へ
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検け
ん

査さ

※
１
に

合ご
う

格か
く

し
て
、
出し

ゅ
っ

兵ぺ
い

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
三
人
の
青せ

い

年ね
ん

た
ち
は
、
戦
争
が
終
わ
っ
て
無
事
に
故ふ

る

郷さ
と

に
帰き

還か
ん

で
き
る
こ
と
を
祈い

の

っ
て
欅
の
苗な

え

木ぎ

を
三
本
植
え
ま
し

た
。

　
欅
を
植
え
た
三
人
は
、
激
し
い
戦
い
が
続
く
中
国

大
陸
の
満ま

ん

州し
ゅ
うな

ど
に
出
兵
さ
せ
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

太
平
洋
戦
争
は
激は

げ

し
さ
を
増ま

し
、
多
く
の
人
々
が
犠ぎ

牲せ
い

に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
八

月
、
日
本
は
戦せ

ん

争そ
う

に
負
け
て
終し

ゅ
う

戦せ
ん

を
迎む

か

え
ま
し
た
が
、

生せ
い

還か
ん

を
願ね

が

っ
て
欅
を
植
え
た
三
人
の
青
年
は
、
戦
火

を
潜く

ぐ

り
な
が
ら
も
、
無ぶ

事じ

に
故
郷
に
帰
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
以
来
、こ
の
三
本
の
欅
は
、安あ

ん

全ぜ
ん

帰き

還か
ん

の
象し

ょ
う

徴ち
ょ
うと

し

て
、
旅
行
や

旅
立
ち
な
ど

に
御ご

利り

益や
く

が

あ
る
と
い
わ

れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

※
１
　
徴
兵
検
査
…
国
民
に
軍
務
に
服
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て

い
る
国
で
、
一
定
の
年
齢
に
達
し
た
人
に
対
し
て
行
わ
れ

る
身
体
検
査
。
太
平
洋
戦
争
中
の
日
本
で
は
二
〇
歳
に
達

し
た
男
子
が
対
象
。
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北向神社の欅

町長コラム 第153号 　人事行政の運営における透明性を高めるため、令和２年度の町職員の
採用・退職・給与などの状況について、次のとおり公表します。
※特に記述のないものは、令和２年４月１日現在の状況です。

１　職員の任免および職員数に関する状況

（１）職員の採用の状況（令和２年度）
　令和２年度は、一般事務４名の職員を採用し
ました。

（２）再任用職員の採用の状況
　令和２年度の再任用職員は、０人でした。

（３）職員の退職の状況
　令和２年度における職員の退職の状況は下表
のとおりです。

事務職 技能労務職 全職員
定 年 退 職 １人　 ０人 １人

勧 奨 退 職 ０人 ０人 ０人

自 己 都 合 退 職 １人 ０人 １人

その他（死亡、免職、失職） ０人 ０人 ０人

任 期 満 了 退 職 ０人 ０人 ０人

退 職 者 計 ２人 ０人 ２人

（４）部門別職員数の状況

区　分 職員数 対前年
増減数令和元年度 令和２年度

普
通
会
計

一般
行政部門

議 会 ２人 ２人 ０人

総 務 28人 28人 ０人

税 務 ８人 ８人 ０人

民 生 ９人 ９人 ０人

衛 生 10人 11人 １人

労 働 ０人 ０人 ０人

農林水産 ８人 ９人 １人

商 工 １人 １人 ０人

土 木 ７人 ７人 ０人

小 計 73人 75人 ２人

教育部門 教 育 14人 14人 ０人

小　　計 14人 14人 ０人

公営企業など
会　計

水 道 ３人 ３人 ０人

下 水 道 ３人 ３人 ０人

そ の 他 11人 11人 ０人

小 計 17人 17人 ０人

合　　計 104人 106人 ２人

〔各年４月１日現在〕

（５）一般職の級別職員数の状況
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
６級 参事、課長および局長の職務 10人 9.5％

５級 副課長および主幹の職務 14人 13.3％

４級 主査の職務 19人 18.1％

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
３級 主任の職務 17人 16.2％

２級 主事の職務 34人 32.4％

１級 主事補の職務 11人 10.5％

（注）１．美里町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

２　職員の給与の状況
（１）人件費の状況（普通会計決算）

区分 住民基本台帳（年度末） 歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ 人件費率（Ｂ／Ａ ) （参考）元年度の人件費
２年度 11,167人 6,502,812千円 391,732千円 791,657千円 12.2％ 14.3％

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員数Ａ
給 与 費（注）職員手当には退職手当を含みません。

一人当り給与費（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計Ｂ
２年度 89人 310,334千円 42,509千円 123,222千円 476,065千円 5,349千円

区　分 大学卒 短大卒 高校卒
一般行政職 188,700円 171,700円 160,100円

（４）職員の初任給の状況

区　分 ６月期 12月期 計
期末手当 1.30月分 1.25月分 2.55月分

勤勉手当 0.95月分 0.95月分 1.90月分

計 2.25月分 2.20月分 4.45月分

（５）期末手当・勤勉手当

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 38.0歳 293,512円 330,009円

（３）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況 

（注）「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外
勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。

区　分　 給料月額など　（　）は減額措置の額

給　

料

町　長 761,000円（684,900）
副町長 632,000円
教育長 594,000円

報　

酬

議　長 301,000円
副議長 244,000円
議　員 217,000円

期
末
手
当

町長・副町長・教育長（２年度支給割合）　4.45月分
　〈役職加算15％〉

議長・副議長・議員（２年度支給割合）　　4.45月分
　〈役職加算 15％〉

（６）特別職の報酬などの状況 

問合せ＝総合政策課　秘書広報職員係　☎76-1114

美里町の人事行政の運営などの状況を公表します美里町の人事行政の運営などの状況を公表します
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　町民の皆様のご理解とご協力により、９月16
日以降、コロナ感染者は確認されていません。
ワクチン接種率も、11月15日現在、12歳以上の
人口の88％の方が１回目の接種を終えました。
　改めて、町内のお医者さんを始めとする医療関
係者の方々、町民の皆様に御礼申し上げます。
　しかし、ワクチンの効果は、「半年を過ぎると
減ってくる」とも言われ、8か月を過ぎた方から
3回目の接種が始まります。海外では、ワクチン
接種が進んだ国は、感染の再拡大が見られ、予
断はできません。まだまだ、コロナとの戦いは
続きます。
　また、コロナにより飲食や買い物、旅行など
に出かけることが激減し、廃業するところも出
ています。外食が減ったため、コメ余りから米
価が下落しています。石油・ガソリン価格は、
コロナで需要減となる一方で、今度は減産して
いるところに経済が回り始め、供給が追いつか
ず逆に高騰し、ハウス栽培や石油製品に跳ね返っ
ています。関連産業も大打撃です。
　政府の経済対策や町もできることを工夫する
とともに、一日も早く平穏な生活に戻ることを
切に願うばかりです。

　ところで、今年の3月、念願の寄居スマートIC
が全面開通しました。便利ですね。
　今後、役場周辺を町の拠点となるよう、計画
づくりを進めます。５月には、2050年に町内の
CO２排出を実質ゼロ目標とする『ゼロカーボンシ
ティー宣言』をしました。これからの町づくり
の基本となる政策だと考えています。今後、蓄
電池と太陽光発電を住宅や企業、公共施設など
にも設置していくことを検討し、節電やごみの削
減なども含め、カーボンニュートラルを実現で
きるよう、国・県の支援を積極的に導入します。
　令和３年は、コロナ、コロナに振り回された
一年でしたね。感染者が急増したかと思えば急
減し、第６波がどんな大きさで来るのか分かり
ませんが、これからも感染対策を続けることと
なります。一方で社会生活は、感染リスクを避
けながら元に戻さなければなりません。普段の
何気ない日常が、いかに、ありがたいかを思い
知らされた一年でもありました。「思いやりのあ
る人と人とのふれあいがあふれている地域」で
あるよう、政策を工夫していきたいと思います。
　むすびに、町づくりに関わる多くの皆様、い
つもありがとうございます。

令和 3年を振り返って
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